




骨材のふるい分け試験 （ＪＩＳＡ１１０２）

骨 材 名

試料採取地

試験年月日

測 定 者

測 定 番 号

ふ る い 目

の開き

１

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

２

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

平 均

通 過

百分率

（％）

合 計

細 骨 材 粗 骨 材

通
過
質
量
百
分
率
％

ふるい目

１００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

５号砕石 ２０２６年 １月２１日

ストックヤード 金田道英
金
田

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

5 0 3 9 . 2 5 0 2 2 . 4

0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0

4 8 4 . 9 9 . 6 9 0 . 4 5 1 4 . 5 1 0 . 2 8 9 . 8 9 0 . 1

4 2 0 9 . 8 8 3 . 5 1 6 . 5 4 2 7 2 . 2 8 5 . 1 1 4 . 9 1 5 . 7

4 8 9 4 . 5 9 7 . 1 2 . 9 4 8 7 9 . 3 9 7 . 2 2 . 8 2 . 9

5 0 3 9 . 2 1 0 0 . 0 0 . 0 5 0 2 2 . 4 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

5 0 3 9 . 2 5 0 2 2 . 4

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5



骨 材 の 形 状 試 験

試料採 取 場 所

N O . 項 目 計算式 1 回目 2 回目 3 回目

①

②

③

④

⑤

⑥

試験試料の質量

４. ７５m m のふるいにとどまった質量

細長いあるいは扁平と
判定された骨材の質量

細長いあるいは扁平と
判定されなかった骨材の質量

細長いあるいは扁平の
骨材の含有量

平均値

②- ③

③/(③＋④)
×１００

備考：

（ｇ）

（ｇ）

（ｇ）

（ｇ）

（％）

（％）

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

材 質 硬質砂岩

５号砕石

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社山口県周南市大字金峰

1000.0

996.1

32.3

963.8

3.2

1000.0

997.9

36.4

961.5

3.6

1000.0

997.4

30.3

967.1

3.0

3.3



骨材中に含まれる粘土塊量の試験ＪＩＳ Ａ １１３７ 試験報告用紙

試 料 採 取 場 所

最 大 寸 法（ｍｍ）

試 験 室 の 状 態
室 温 湿 度

記 事

（℃） （％）

細 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

粗 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験前の試料の乾燥質量

試験後の試料の乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③
①

×１００

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験 前の試 料の 乾燥質量

試験 後の試 料の 乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③

①
×１００

注( 1 ) 試験は２回行い、その精度は平均値からの差が０．２％以下でなければならない

備 考：

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

５号砕石

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社

山口県周南市大字金峰

2 0

2679.2 2963.8

2676.5 2960.9

2.7 2.9

0.100 0.098

0.10

0.00







骨材のふるい分け試験 （ＪＩＳＡ１１０２）

骨 材 名

試料採取地

試験年月日

測 定 者

測 定 番 号

ふ る い 目

の開き

１

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

２

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

平 均

通 過

百分率

（％）

合 計

細 骨 材 粗 骨 材

通
過
質
量
百
分
率
％

ふるい目

１００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

６号砕石 ２０２６年 １月２１日

ストックヤード 金田道英
金
田

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

2 0 1 1 . 4 2 0 4 4 . 3

0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0

2 1 . 5 1 . 1 9 8 . 9 1 5 . 9 0 . 8 9 9 . 2 9 9 . 1

1 9 5 7 . 5 9 7 . 3 2 . 7 1 9 7 6 . 1 9 6 . 7 3 . 3 3 . 0

2 0 1 1 . 4 1 0 0 . 0 0 . 0 2 0 1 1 . 4 9 8 . 4 1 . 6 0 . 8

2 0 1 1 . 4 2 0 4 4 . 3

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5



骨 材 の 形 状 試 験

試料採 取 場 所

N O . 項 目 計算式 1 回目 2 回目 3 回目

①

②

③

④

⑤

⑥

試験試料の質量

４. ７５m m のふるいにとどまった質量

細長いあるいは扁平と
判定された骨材の質量

細長いあるいは扁平と
判定されなかった骨材の質量

細長いあるいは扁平の
骨材の含有量

平均値

②- ③

③/(③＋④)
×１００

備考：

（ｇ）

（ｇ）

（ｇ）

（ｇ）

（％）

（％）

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

材 質 硬質砂岩

６号砕石

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社山口県山口市宮野上入野東

1000.0

975.2

43.0

932.2

4.4

1000.0

967.6

31.1

936.5

3.2

1000.0

972.3

44.0

928.3

4.5

4.0



骨材中に含まれる粘土塊量の試験ＪＩＳ Ａ １１３７ 試験報告用紙

試 料 採 取 場 所

最 大 寸 法（ｍｍ）

試 験 室 の 状 態
室 温 湿 度

記 事

（℃） （％）

細 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

粗 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験前の試料の乾燥質量

試験後の試料の乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③
①

×１００

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験 前の試 料の 乾燥質量

試験 後の試 料の 乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③

①
×１００

注( 1 ) 試験は２回行い、その精度は平均値からの差が０．２％以下でなければならない

備 考：

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

６号砕石

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社

山口県山口市宮野上入野東

1 3

2129.4 2303.4

2128.1 2302.4

1.3 1.0

0.060 0.043

0.05

0.01







骨材のふるい分け試験 （ＪＩＳＡ１１０２）

骨 材 名

試料採取地

試験年月日

測 定 者

測 定 番 号

ふ る い 目

の開き

１

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

２

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

平 均

通 過

百分率

（％）

合 計

細 骨 材 粗 骨 材

通
過
質
量
百
分
率
％

ふるい目

１００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

７号砕石 ２０２６年 １月２１日

ストックヤード 金田道英
金
田

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

1 1 2 6 . 1 1 2 1 2 . 4

0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0

2 1 3 . 1 1 8 . 9 8 1 . 1 2 1 7 . 9 1 8 . 0 8 2 . 0 8 1 . 6

1 1 1 2 . 7 9 8 . 8 1 . 2 1 1 9 7 . 5 9 8 . 8 1 . 2 1 . 2

1 1 2 2 . 5 9 9 . 7 0 . 3 1 2 0 9 . 3 9 9 . 7 0 . 3 0 . 3

1 1 2 6 . 1 1 0 0 . 0 0 . 0 1 2 1 2 . 4 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

1 1 2 6 . 1 1 2 1 2 . 4

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5



骨材中に含まれる粘土塊量の試験ＪＩＳ Ａ １１３７ 試験報告用紙

試 料 採 取 場 所

最 大 寸 法（ｍｍ）

試 験 室 の 状 態
室 温 湿 度

記 事

（℃） （％）

細 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

粗 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験前の試料の乾燥質量

試験後の試料の乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③
①

×１００

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験 前の試 料の 乾燥質量

試験 後の試 料の 乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③

①
×１００

注( 1 ) 試験は２回行い、その精度は平均値からの差が０．２％以下でなければならない

備 考：

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

７号砕石

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社

岡山県真庭市神代

5

2547.9 2734.2

2545.0 2730.6

2.9 3.6

0.114 0.132

0.12

0.01







骨材のふるい分け試験 （ＪＩＳＡ１１０２）

骨 材 名

試料採取地

試験年月日

測 定 者

測 定 番 号

ふ る い 目

の開き

１

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

２

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

平 均

通 過

百分率

（％）

合 計

細 骨 材 粗 骨 材

通
過
質
量
百
分
率
％

ふるい目

１００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

粗砂 ２０２６年 １月２１日

ストックヤード 金田道英
金
田

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

5 1 2 . 4 5 2 8 . 5

0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0

3 7 . 2 7 . 3 9 2 . 7 3 9 . 5 7 . 5 9 2 . 5 9 2 . 6

3 2 3 . 2 6 3 . 1 3 6 . 9 3 2 6 . 9 6 1 . 9 3 8 . 1 3 7 . 5

4 1 1 . 9 8 0 . 4 1 9 . 6 4 2 8 . 0 8 1 . 0 1 9 . 0 1 9 . 3

4 6 7 . 7 9 1 . 3 8 . 7 4 9 1 . 9 9 3 . 1 6 . 9 7 . 8

5 0 0 . 9 9 7 . 8 2 . 2 5 2 3 . 0 9 9 . 0 1 . 0 1 . 6

5 1 2 . 4 5 2 8 . 5

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5



骨材中に含まれる粘土塊量の試験ＪＩＳ Ａ １１３７ 試験報告用紙

試 料 採 取 場 所

最 大 寸 法（ｍｍ）

試 験 室 の 状 態
室 温 湿 度

記 事

（℃） （％）

細 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

粗 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験前の試料の乾燥質量

試験後の試料の乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③
①

×１００

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験 前の試 料の 乾燥質量

試験 後の試 料の 乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③

①
×１００

注( 1 ) 試験は２回行い、その精度は平均値からの差が０．２％以下でなければならない

備 考：

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

粗砂

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社

島根県仁多郡奥出雲町下阿井

0

2034.2 2247.3

2031.6 2244.0

2.6 3.3

0.128 0.147

0.14

0.01







骨材のふるい分け試験 （ＪＩＳＡ１１０２）

骨 材 名

試料採取地

試験年月日

測 定 者

測 定 番 号

ふ る い 目

の開き

１

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

２

乾燥試料質量（ｇ）

ふるい残留

質 量

（ｇ）

残 留 質 量

百分率

（％）

通 過 質 量

百分率

（％）

平 均

通 過

百分率

（％）

合 計

細 骨 材 粗 骨 材

通
過
質
量
百
分
率
％

ふるい目

１００

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

細砂 ２０２６年 １月２１日

ストックヤード 金田道英
金
田

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 5

1 9

1 3 . 2

9 . 5

4 . 7 5

2 . 3 6

1 . 1 8

6 0 0 μm

3 0 0

1 5 0

7 5

5 4 6 . 3 5 5 1 . 4

0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0

5 1 . 6 9 . 4 9 0 . 6 4 9 . 2 8 . 9 9 1 . 1 9 0 . 9

2 6 1 . 0 4 7 . 8 5 2 . 2 2 6 2 . 3 4 7 . 6 5 2 . 4 5 2 . 3

5 1 1 . 9 9 3 . 7 6 . 3 5 1 5 . 5 9 3 . 5 6 . 5 6 . 4

5 3 7 . 9 9 8 . 5 1 . 5 5 4 5 . 5 9 8 . 9 1 . 1 1 . 3

5 4 6 . 3 5 5 1 . 4

5 3 m m

3 7 . 5

3 1 . 5

2 6 . 51 91 3 . 29 . 54 . 7 52 . 3 61 . 1 86 0 0 μm3 0 01 5 07 5



骨材中に含まれる粘土塊量の試験ＪＩＳ Ａ １１３７ 試験報告用紙

試 料 採 取 場 所

最 大 寸 法（ｍｍ）

試 験 室 の 状 態
室 温 湿 度

記 事

（℃） （％）

細 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

粗 骨 材 の 粘 土 塊 量 試 験

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験前の試料の乾燥質量

試験後の試料の乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③
①

×１００

測 定 番 号 １ ２ １ ２

① （ｇ）

② （ｇ）

③ （ｇ）

④ （％）

⑤ （％）

⑥ （％）

試験 前の試 料の 乾燥質量

試験 後の試 料の 乾燥質量

損 失 質 量

粘 土 塊 量

平 均 値

平 均 値 か ら の 偏 差

判 定

①－②

③

①
×１００

注( 1 ) 試験は２回行い、その精度は平均値からの差が０．２％以下でなければならない

備 考：

調 査 名 ・ 目 的

種 類

試 験 年 月 日

使用場所・目的

試 験 者

細砂

２０２６年 １月２２日

金田道英
金
田

配合設計

カネックス株式会社

鳥取県東伯郡北栄町

0

2567.3 2847.2

2563.8 2840.2

3.5 7.0

0.136 0.246

0.19

0.06





様式-7

再生骨材試験結果一覧表

製造所　　　カネックス㈱アスコン工場　 報告年月日 2026年1月21日

種　 類　   再生骨材（　１３　～　０　） 試験者氏名 金田道英

試　　験　　項　　目 平　　均　　値 再　生　骨　材　規　格

粒
度
試
験
結
果
･
通
過
率
(
%
)

       19.0　(mm) 100 -

13.2 96.6 -

4.75 70..0 -

2.36 49.6 -

0.60 30.2 -

0.30 22.1 -

0.15 19.5 -

0.075 8.2 -

旧アスファルト含有量(%) 5.39 3.8以上

旧アスファルト針入度
22 20以上

(1/10mm)

洗試験損質量(%) 1.63 5以下

最大比重(g/cm3) 2.464 -

骨材比重(g/cm3) - -

備　考







2026年1月　　日

御中 5700水島（製）A

試験成績表（代表性状）

　商品名　　　１５０－２００　ストレートアスファルト

ENEOS株式会社　　　　　　　　　　　　中国支店

業務グループ

　　2026年　1月分試験成績表（代表性状）は、前月実績等を基本に作成しており
　　お客様に納品する商品の実測値ではありません

試　験　項　目 単　位 代表性状 商　品　規　格　値

　伸度　15℃ ㎝ 140以上 100以上

蒸発試験　163℃、5Hr.蒸発質量変化率 質量％ 0.009 1.0以下

　引火点　COC ℃ 351 240以上

　軟化点 ℃ 39.8 30.0～45.0

　針入度　25℃ 1/10㎜ 182 150を超え　２００以下

　ﾄﾙｴﾝ可溶分 質量％ 99.95 99.0以上

　密度　１５℃ ｇ/ｃｍ３ 1.034 1.000以上

　　広島県広島市南区的場町一丁目２番19号 品質保証担当者　石井　陽大

電話 082-264-8706



御中

品 名 ： エポックファルトＤ　

室内配合設計時における推奨温度（℃）

備 混合温度範囲   ：170～185

考 締固め温度範囲：160～170

引火点 ℃ 352 260以上

密度（１５℃） ｇ／ｃｍ３ 1.033 -

薄膜加熱質量変化率 ％ +0.04 0.6以下

薄膜加熱後の針入度残留率 ％ 86.8 65以上

テナシティ（２５℃） Ｎ・ｍ 21.4 4.0以上

針入度（２５℃） １／１０ｍｍ 53 40以上

伸度（１５℃） ｃｍ 100+ 30以上

タフネス（２５℃） Ｎ・ｍ 27.3 8.0以上

ポリマー改質アスファルトⅡ型

試  験  項  目 試 験 結 果
舗装設計施工指針

標準的性状

軟化点 ℃ 63.5 56.0以上

Ｌｏｔ．Ｎｏ．

Ｄａｔｅ．2026年　1月  5日

試  験  成  績  表

カネックス株式会社 日 進 化 成 株 式 会 社

品質保証室 工場長 担当



試　験　成　績　表

試験場所 カネックス株式会社 試験日 令和8年　1月21日

品名 再生アスファルト60～80 

試験項目 商品規格值 試験値

針入度(25℃)　　　　　　　 1/100㎜ 60～80 63

軟化点　　　　　　　　　　　　　　　　℃ 44.0～52.0 47

伸度（15℃）　　　　　　　　　　　　　㎝ 100以上 150+

トルエン可溶分　　　　　　　mass％ 99.00以上 99.96

引火点　　　　　　　　　　　　　　　　℃ 260以上 343

薄膜加熱質量変化率　　　mass％ 0.60以下 -0.02

薄膜加熱後の針入度残留率　　％ 55.0以上 70.5

蒸発後の針入度比　　　　　　　　％ 110.0以下 95.8

密度（15℃）　　　　　　　　　g/㎝3 1.000以上 1.033

動粘度㎟/ｓ

120℃ --- 1962

150℃ --- 303

180℃ --- 68

混合温度　　　　　　　　　　　　　　℃ --- 158～162

締固め温度　　　　　　　　　　　　　℃ --- 148～152

備考



＜アスファルト粘度－温度図＞

令和 8年 1月 2 1日
アスファルト種類： 再生アスファルト6 0 - 8 0

９０ １００ １１０ １２０ １３０ １４０ １５０ １６０ １７０ １８０ １９０ ２００

温 度 （ ℃）

３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

２００

３００

４００

５００

６００

７００

８００

９００

１０００

２０００

３０００

４０００

５０００

粘

度

(mm /s)
2

混合粘度範囲（ １６０ ～ ２００）

締固粘度範囲（ ２７０ ～ ３３０）

○

○

○

上記のグラフより

＜最適混合温度範囲＞１５８℃～１６２℃

＜最適締固温度範囲＞１４８℃～１５２℃






